
東京都北区議会 

平成 24 年第 3 回定例会で可決した意見書 

・義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 

 

・「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する 

早急な規制強化等を求める意見書 

 

・予防接種の充実に関する意見書 

 

・中小企業の成長支援策の拡充を求める意見書 

 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書 

  

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
上

で
極
め
て
重
要
な
制
度
と
し
て
、
わ
が
国
の
教
育
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

現
行
教
育
制
度
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 

 

学
校
教
育
は
、
多
く
の
職
種
の
職
員
が
協
力
し
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
事
務
職
員
及
び

栄
養
職
員
も
、
学
校
教
育
を
円
滑
に
推
進
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

学
校
運
営
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
担
い
手
で
あ
り
、
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
貧
困
・
格
差
問
題
が
東
日
本
大
震
災
以
降
も
深
刻
化
し
て
い
る

現
在
、
国
の
財
政
的
な
保
障
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
教
育
条
件
の
地
域
間
格
差
を
も
た
ら

し
、
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
、
良
好
な
教
育
環
境
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
憲
法
や
教
育

基
本
法
が
保
障
す
る
義
務
教
育
制
度
の
理
念
に
反
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
義
務
教
育

の
確
保
は
、
国
の
責
任
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
質
的
に
担
保
し
て
い
る
の
は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
教
育
に
対
す
る
必
要
な
財
源
の
安
定
的
確
保
を
図

り
、
わ
が
国
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
学
校
事
務
職
員
及
び
栄

養
職
員
の
給
与
費
負
担
の
適
用
除
外
を
す
る
こ
と
な
く
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
四
年
十
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
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会
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く
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大
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「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
り
わ
け
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
に
対
す
る 

早
急
な
規
制
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書 

  
違
法
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
健
康
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
よ

り
、
い
わ
ゆ
る
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
を
「
指
定
薬
物
」
と
し
て
規
制
す
る
た
め
の
改
正
薬
事

法
が
施
行
さ
れ
た
。
「
指
定
薬
物
」
に
指
定
さ
れ
る
と
、
製
造
や
輸
入
、
販
売
が
禁
止
と
な

る
。
本
年
七
月
一
日
に
九
物
質
が
追
加
指
定
さ
れ
、
現
在
、
七
十
七
物
質
が
「
指
定
薬
物
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
い
わ
ゆ
る
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
が
出
回
っ
て
き
た
。
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」

は
、
「
指
定
薬
物
」
の
成
分
を
一
部
変
え
て
植
物
片
に
混
ぜ
た
も
の
で
、
「
お
香
」
「
ア
ロ

マ
」
な
ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
を
吸
引
し
て
救
急
搬
送
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
、
死
亡
し
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
を
吸
引

し
た
者
が
乗
用
車
を
運
転
し
て
暴
走
し
、
通
行
中
の
市
民
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
事
件
も
起

き
て
い
る
。 

「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
化
学
構
造
を
少
し
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
法
規
制
を
す

り
抜
け
、
「
指
定
薬
物
」
に
な
れ
ば
ま
た
化
学
構
造
を
少
し
変
化
さ
せ
る
と
い
う
「
い
た
ち

ご
っ
こ
」
を
繰
り
返
し
、
法
規
制
が
追
い
つ
か
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
厚
労
省
が
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
「
違
法
ド
ラ
ッ
グ
販
売
業
者
数
」
は
本
年
三
月
末
時
点
で
、
二
十
九
都
道
府
県

で
三
百
八
十
九
業
者
も
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
は
覚
醒
剤
や
麻
薬
等
の
乱
用
へ
の
「
入
り
口
」
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
放
置
す
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
今
後
、
青
少
年
を
は
じ

め
と
し
た
薬
物
乱
用
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
急
な
規
制
強
化
が
急
務
の
課
題
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
左
記
の
点
に
つ
い
て
早
急
に
対
応
す
る
よ
う
、
強

く
要
請
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 

一
、
成
分
構
造
が
類
似
し
て
い
れ
ば
一
括
し
て
薬
事
法
の
「
指
定
薬
物
」
と
し
て
規
制
対
象

に
で
き
る
「
包
括
指
定
」
を
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
。 

一
、
「
指
定
薬
物
」
が
麻
薬
取
締
官
に
よ
る
取
り
締
り
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
改
め
、
「
指

定
薬
物
」
を
発
見
し
た
場
合
に
収
去
が
で
き
る
な
ど
法
整
備
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

一
、
特
に
青
少
年
や
若
者
の
乱
用
を
防
ぐ
た
め
、
薬
物
教
育
の
徹
底
を
含
む
未
然
防
止
策
の

強
化
を
図
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
四
年
十
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

小 
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た
く
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大
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部
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予
防
接
種
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書 

  

予
防
接
種
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
免
疫
力
を
つ
け
、
個
人
の
病
気

の
予
防
や
症
状
の
軽
減
を
期
待
す
る
有
効
な
医
学
的
手
段
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
感
染
症
の

流
行
を
抑
え
る
公
衆
衛
生
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
安
全
性
が
十
分
確
保
さ
れ
、
接
種
方
法
に
つ
い
て
も
、
医
学
の
進
歩
が
十

分
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
今
年
度
も
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
生
ワ
ク
チ
ン

か
ら
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
へ
の
移
行
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

そ
の
予
防
接
種
に
か
か
る
必
要
経
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
方
自
治
体
負
担
と
な
っ
て

お
り
、
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
も
、
財
政
負
担
が
増
加
し
て
い
る
が
、

公
衆
衛
生
事
業
の
観
点
か
ら
も
、
本
来
は
国
の
責
任
で
対
応
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
予
防
接
種
の
充
実
の
た
め
、
特
別
区
長
会
に
よ
る

「
平
成
二
十
五
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」
に
お
け
る
内
容
と
同
様
に
、

左
記
の
点
を
求
め
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 

一
、
予
防
接
種
に
か
か
る
必
要
経
費
は
、
全
額
国
の
負
担
と
す
る
こ
と
。 

一
、
制
度
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
な
準
備
期
間
を
と
り
、
地
方
自
治
体
や
医
療
機
関
に

一
時
的
な
事
務
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
四
年
十
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

小 

池 
た
く
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内
閣
総
理
大
臣 

 

野 

田 

佳 

彦 

殿 

厚
生
労
働
大
臣 

 

三 

井 

辨 

雄 

殿 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

  

中
小
企
業
は
、
地
域
の
「
経
済
」
や
「
雇
用
」
の
要
と
し
て
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
特
に
、
東
日
本
大
震
災
や
震
災
後
の
復
旧･

復
興
に
お
い
て
、
地
域
に
根
ざ
す
中

小
企
業
が
日
本
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
我
が
国
の
経
済
環
境
は
、
長
引
く
デ
フ
レ･

円
高
に
加
え
、
原
燃
料
の
価
格

高
騰
、
電
気
料
金
の
引
き
上
げ
、
電
力
需
給
の
逼
迫
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

柔
軟
な
対
応
力
、
技
術
力
、
商
品
開
発
力
等
の
優
れ
た
潜
在
力
を
持
ち
な
が
ら
も
、
中
小
企

業
は
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。 

本
格
的
な
経
済
成
長
へ
の
途
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
大
多
数
を
支
え
、
日
本
経

済
の
礎
と
な
っ
て
い
る
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
視
点
が
重
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
成

長
は
、
日
本
の
景
気
回
復
の
重
要
な
鍵
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
中
小
企
業
が
潜
在
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総
動
員
す
べ
き
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
中
小
企
業
の
重
要
な
役
割
を
踏
ま
え
、
事
業
環
境

の
改
善
や
経
営
力
の
強
化
等
、
中
小
企
業
の
成
長
に
資
す
る
施
策
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
左

記
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 

一
、
環
境
、
健
康
、
医
療
な
ど
新
た
な
成
長
分
野
で
事
業
を
取
り
組
も
う
と
す
る
中
小
企
業

を
支
援
す
る
た
め
に
、
積
極
的
な
資
金
の
提
供
や
経
営
支
援
の
強
化
な
ど
、
中
小
企
業
の

成
長
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

一
、
地
域
の
中
小
企
業
に
安
定
雇
用
や
仕
事
を
生
み
出
し
、
内
需
を
創
出
す
る
活
性
化
策
と

し
て
、
老
朽
化
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕･

補
強
な
ど
、
必
要
な
公
共
事
業
に
対
し
、
投

資
を
行
う
こ
と
。 

一
、
中
小
企
業
の
新
た
な
投
資
を
促
進
し
、
雇
用
を
維
持
・
創
出
に
資
す
る
「
国
内
立
地
推

進
事
業
費
補
助
金
」
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
。 

一
、
電
力
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
、
自
家
発
電
設
備
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
、
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
等
の
導
入
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
高
効
率
照
明
の
買
換
え
等
を
促
進
す

る
た
め
の
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

一
、
中
小
企
業
の
将
来
性
と
事
業
の
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
学
生･

若
者
の
雇
用
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
を
地
域
単
位
で
強
化
す
る
な
ど
、
優
秀
な
若
手
人
材
の
確
保
の
た
め
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。 

一
、
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
取
引
価
格
の
適
正
化
な
ど
、
下
請
け
い
じ
め
の
監

視
・
防
止
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
四
年
十
月
五
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

小 

池 

た
く
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